
第 10 回 山の街まちづくり協議会議事録     ◆日時:2024.9.21 14:00~16:00 

◆場所：甲緑地域福祉センター 

【出席者】 まちづくり協議会 10人/市まち再生推進課 1人/北区地域協働課１人/アドバイザー１人 

【配布資料】 ①山の街駅周辺再整備検討部会運営規則(案) ②甲緑小学校区に児童館整備の

要望書 ③市内のまちづくり協議会将来像等一覧表 

【協議内容】 

１．第１回「山の街駅周辺再整備検討部会」(9/3)の報告 

 ・参加者 ①市まち再生推進課２人 ②市地域整備推進課２人 ③北区役所地域協働課２人 

④神戸電鉄３人 ⑤まちづくり協議会４人 ⑥コンサル１人 

・具体的課題 ①クランク道路の改良関係の用地買収進捗状況について、地域整備推進課から

報告があり、まちづくり協議会としても側面支援することになった。 

②車の乗降スペースの確保も道路改良のなかで整備することを確認した。 

       ③下りホームの改札口設置について、神戸電鉄から、「下りホーム側の道路には 

        歩道がなく、設置が難しい」と報告があった。協議会側から、「クランク道路の改 

良事業で用地買収が当初計画案で進めば、現在の駅トイレの箇所を改札口 

にすれば、歩道整備も可能である」と提案した。 

④駅舎改築と駅前広場の整備について、神戸電鉄から、「大池駅や花山駅のよ 

うな、改札口周辺の駅舎改築だけでよいのか」との質問があり、協議会側は 

「山の街駅には駅前広場もなく、地域コミュニティーバス運行も計画しており、現 

在のバスロータリー周辺を駅前広場に再整備するとともに、北改札口からの道 

路に歩道も必要となる。安全で便利なまちづくり全体のなかで駅舎改築整備 

を考えていただきたい」と要望した。 

⑤山の街交番の設置個所検討について、地域整備推進課から「クランク道路の 

改良事業」のなかで検討している」と回答があった。 

当面、以上５項目を具体的課題として協議確認した。 

・山の街駅周辺再整備検討部会運営規則（案）を承認された。 

 ・開催日程 今後３～４か月間隔で開催 

 

２．児童館の設置に向けた取り組み 

・８月 24日、児童館担当の市こども家庭局こども青少年課と意見交換をしたところ、市側は「中学 

校に 1 カ所整備の原則論を主張し、児童館整備の予算は考えていない」との後ろ向きの答弁に 

終始した。しかし、現状は市教育委員会の「放課後、子どもだけで校区外に出ることは禁止」の 

通達があり、甲緑小学校の児童は、校区外の児童館を利用できない状況です。 

 ・以上のように、市こども家庭局と市教育委員会の間で、縦割り行政の弊害とも言えるそれぞれ 

の方針のなかで、児童館を利用できない現状を打開するためは、神戸市議会で取り上げ、矛盾 

した方針を解決するとともに、児童館に「子どもの居場所」としての役割と、虐待や不登校などの 



福祉的課題への対応できるソーシャルワーク機能強化を図る必要性を指摘し、児童館を充実 

すべく、別紙の「甲緑小学校区に児童館整備の要望書」を市会議員に提出し依頼したことを報 

告した。 

・校区内に児童館がない状況のなかで、子育てで困っていることや要望・提案などを具体的に集 

約し、子育て支援の意見を整理しては、と提案があり、協議会のなかに担当部門を設置すること 

になり、認定こども園山のまち園長の余田さんに担当いただくことになった。 

３．地域コミュニティーバス運行 

 ・９月４日、市交通政策課と運行に向けた進め方について意見交換した 

① 柏尾台・青葉台と唐櫃のコミバス試験運行までの経過と運行状況をヒアリングした。 

② 当協議会は、こやまクリニック巡回バスの運行実績を踏まえ、これを活用したコミバスで、 

山の街駅⇒こやまクリニック⇒神戸北町商業施設の運行を想定している。 

③ 市交通政策課から、地域資源のこやまクリニック巡回バスを活用したコミバス運行は市とし 

て初めてであり、こやまクリニック側と運行方式や条件などを意見交換して、新しい運行の 

仕組みを考えたいと提案があり、９月２７日に意見交換することになった。 

 

４．「まちづくり構想」の策定に向けて 

 辻アドバイザーから、 

① まちの将来像の共有について、 

市内のまちづくり協議会が掲げる「まちづくりの将来像」一覧表を紹介して、それぞれのまちの 

特色特徴をあらわすキャチコピーを入れた山の街のまちづくり将来像を皆さんと知恵を絞って 

創るために、一般の住民の方にも参加したワークショップを実施してはと提案があり、１１月に実 

施することを決めた。 

② クランク道路改善をはじめ駅前再整備の方向性の明確化 

現段階の駅前再整備の方向性の全体像が十分に神戸市側や神戸電鉄側に伝えられてい

ない。協議会として、様々な方向から議論するためのワークショップを行い、駅前再整備の方

向性を明確化する必要があるのでないかと提案があり、まず１０月に協議会役員間でワーク

ショップを行い、１２月に一般の住民の方にも参加したワークショップを実施することになった。 

 

５．次回定例会の日程は、１０月１９日(土)１４時から開催する 

  ※緑町 4丁目市住跡の再開発について 10月の協議会に市住宅整備課から説明がある 

   ・地域に有益な子育てや高齢者施設の誘致などについて要望 


